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あじま～
情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会

電話４４－３００６

FAX ４４ー３０２９

　１月 12 日（木）、塩屋小学校でありがとう集会が行われました。

　この集会は日頃お世話になっている地域の方々に感謝の気持ちを伝えるものです。

　集会にはいつもみんなの安全を見守ってくれるスクールガード、放課後に勉強をみてくれる学

習ボランティア、月曜日の朝になると元気なあいさつで迎えてくれる民生委員の方々、１年生の

机を作ってくれた塩屋キッキビ会の方々、いつも元気な老人会、みどりの少年団やわ

くわくでいろいろな体験を教えてくれる方々など 16 名が招待され、児童手作りのメッ

セージカードが一人一人に渡されました。

　最後に、塩屋小全員から歌のプレゼントもあり、感謝の気持ちがいっぱい表れたあ

たたかい集会となりました。

ありがとう集会

感謝の気持ちをカードに込めて

塩屋小学校
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３ 新春マラソン・駅伝大会（喜保・塩保）

　１月 11 日（水）喜如嘉保育所新

春ターブクマラソン・駅伝大会が行

われました。

　どんよりとした空とは裏腹に元気

な喜如嘉保育所のぶながやっ子た

ち。走っている途中で泣き出してし

まう子、余裕で笑顔を振りまきなが

ら走る子、走る前はいやいやだった

のにいざ本番になると颯爽と走り抜

ける子。

　保護者や地域の方々、喜如嘉小の

先輩たちの温かい声援を受け、元気

にターブクを駆け抜けました。

喜如嘉保育所

新春ターブクマラソン

・駅伝大会

楽チン♪グ～

ハチマキがっ！

力を合わせて頑張ります！

ちょっとドキドキ…

全力少年！

寒さにもマケズ 突然のアクシデントにもマケズ

　１月 13 日（金）塩屋保育所新春マラソン・駅伝大会が行われました。

　スタートが待ちきれない様子のヤマシシっ子たち。ゴールで待つお父さん、お母さんの元へ全力で向かっ

ていく子もいれば、マイペースで周りの声援に笑顔で応える子、転んでも泣かずに最後まで走る子。

　兼久バールの中道に設けられたマラソンコースには保護者や地域の方々、塩屋小のお兄さん、お姉さん

が大勢駆けつけ、保育所の元気なヤマシシっ子たちに熱い声援を送りました。

塩屋保育所新春マラソン・駅伝大会 カメラ目線 !?

元気いっぱい選手宣誓

可愛らしく イノシシのごとく
駆け抜けろ !!

どきどきするね～

学校だより・大宜味ホッとニュース ２

　１月 17 日（火）、18 日（水）喜如嘉小の５、６年生が喜如嘉の山城

克子さん指導のもと大根のうっちん漬けを作りました。

　５、６年生は学芸会で行う郷土劇をつくるため、田嘉里、謝名城、喜

如嘉の方々に聞き取りをしました。その時のお礼にと、自分たちで育て

た大根でうっちん漬けをつくり、お世話になったみなさんに渡そうとい

うものです。

　なれない包丁に苦戦しながら大量の大根を切ったり、塩漬けすること

で半量になる大根に驚いたり、初めての経験も多かったようで、あっという間に時間が過ぎていきました。

　できあがったうっちん漬けはひとつひとつにメッセージが付けられ、みなさんに渡されました。

　すべてが手作りのうっちん漬け。子どもたちの温かい気持ちも伝わったのではないでしょうか。

できあがり♪

優しく指導してくれる克子先生

入れ物から溢れる大根 !!

同じ厚さに切れるかな？

よく絞って水気を切ります

生のうっちんで

漬けました

１日目

２日目

手作り漬け物でお礼　～喜如嘉小～お世話になった方々に
丹精込めて育てた大根 !!

喜如嘉小 山城春江先生、第 19 回教育実践研究論文 優秀賞受賞 !!～ＯＨＮ～
大宜味 ホッと News

　この度、喜如嘉小の山城春江先生が第 19 回教育実践研究論文で優秀賞を受賞しました。

　これは実践を通し、幼児・児童・生徒の望ましい変容の姿をとらえた研究

論文に贈られる賞です。

　春江先生は「地域の自然に学び主体的に学習する児童の育成～喜如嘉ター

ブクの野鳥観察を通して～」をテーマに野鳥観察をすることで意欲が高まり、

それが勉強への意欲や様々な活動に積極的に取り組む姿勢に繋がったこと、

発表する力がついたことなどをまとめ論文にしました。

　１月 21 日（土）、共済会館八汐荘大ホールにおいて表彰式が行われ、最優

秀賞２編、優秀賞６編、優良賞 21 編が表彰されました。

　入賞した研究論文は論文集にされ、県内の各学校、関係団体、教育機関へ

贈呈されるそうです。
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５ 辺土名高校を存続させる三村住民大会

　１月 20 日（金）、村農村環境改善センターにおいて「辺土名高校を存続させる三村住民大会」が開催

されました。

　大会では中学生、在校生、ＰＴＡ，村民代表、同窓会長から意見発表があり、参加した 300 名近い３村

民に辺土名高校の存続について訴えました。

　ここで、辺高生を代表して意見発表をした山城真梨奈さんの思いを紹介します。

　皆さん、こんにちは。辺土名高校３年生の山城真梨奈です。私達の学校は数年前から、生徒数が少な

くなってきているので存続が危ないということは知っていました。

　しかし、改めて分校化の話が具体的に出されると目の前が暗くなりました。卒業後、訪れる母校が無

くなるというのはショックなことです。

　私は、辺土名高校は地元の子供達が、地元で学べる唯一の

高校として大切な学校だと思っています。やんばるの豊かな

自然の中で、地域の大人たちに見守られた環境で学習できる

ことは、私達辺高生にとってとても幸せなことです。私達も、

その喜びを辺土名高校生が、高校生らしい明るさと元気を発

信することで、期待に応えたいと思っています。多分、この

67 年もの間、辺土名高校はこのように地域と共に歩んできた

高校だと思うのです。だからこそ、分校化するのではなく、

辺土名高校としてぜひ残してほしいと心から思います。

　現在の辺土名高校は、生徒数は少ないものの、勉強や部活動に励んでいます。私自身、３年間放送部

として活動してきました。そして、去年、ＮＨＫ杯全国高校放送コンテストで全国優勝することができま

した。これは地域に目を向け、辺土名高校という良い環境があったからこそ果たせたものです。地元の方々

も私達がやんばるの森を取材する時、快く協力してくださいました。また、毎日塩屋湾で練習

に励むボート部も、地域のみなさんの声援や協力ができ頑張ることができているのだと思いま

す。ウエイトリフティング部も、国頭村や東村など、地域の方が時間を割いて練習を見て下さり、オリ

ンピックで通用する選手を育てようとご尽力して下さっています。地域の方の思いがあるからこそ生徒

も期待に応えようと頑張れるのです。

　また、進路の面では、大学進学希望者が全員第一志望校に合格しました。このように、勉強も部活動

にも辺高生一人一人が、辺土名高校に誇りを持ち、努力しています。

　これまで多くの卒業生を輩出し、地域に親しまれてきた辺土名

高校。母校が無くなるのはとても悲しいことです。これからも辺

土名高校として残してほしいと在校生一同、心から思っています。

どうぞ、地域の皆様のご協力を宜しくお願いします。

伝統ある高校を消滅させないために… 辺土名高校を存続させる三村住民大会

辺土名高校生代表して思いを語る真梨奈さん

存続の気持ちを一つにさせました。

　辺土名高校は三村と共に歩んできた伝統ある高校です。この高

校を独立校として残せるよう、三村住民の力を結集し共に立ち上

がりましょう！

村成人式 ４

みんなで協力して準備

立派に成人しました !!

まだまだやんちゃな僕たち、 私たちだけど…

　１月４日（水）、村農村環境改善センターにおいて「2012 年辰年　大宜味村成人式」が行われました。

必殺仕事人の曲が流れる中、曲とは裏腹に緊張した面持ちで入場してくる新成人たち。

　式典では塩屋出身の知念美琴さんが「自分が思う大人になれるように、そして大宜味村で育ってきた

ことに感謝と誇りを持ち、日々邁進していきましょう。」と新成人を代表してあいさつを述べました。

式典後の激励交歓会では鏡割りに始まり、各校区による余興、村青年会のエイサーなどが行われ、最後

に成人者からこれまで育ててくれた両親に感謝の手紙が送られました。

　成人したと言っても、生活が一

変するわけではなく、なかなか実

感がわかないかもしれません。し

かし、成人するとこれまでとは違

い様々な責任がついてきます。

　焦らず、人に感謝する心を忘れ

ず、自分の村を誇れる素敵な人に

成長してください。
いつもありがとう

2012 年　新成人 !!
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７ お知らせ

第 34 回　塩屋湾一周トリムマラソン参加者募集

新緑の塩屋湾を走ろう !

2012 年４月 15 日（日）開催

２月 13 日（月）より申込受付開始

申込締切：３月 16 日（金）消印有効

お問い合わせ：塩屋湾一周トリムマラソン大会事務局

　　　　　　　　　　　教育委員会内　℡０９８０－４４－３００６　担当前田まで

日時：平成 24 年２月 24 日（金）～ 26 日（日）　

　　　　午前 10 時～午後６時（24 日は午後１時から　26 日は午後５時まで）

     　　※24 日は午後１時よりオープニングセレモニー

場所：津波小学校体育館

お問い合わせ　大宜味村教育委員会　担当：藤田　　　℡４４－３００６

第３８回 おおぎみ展
一人ひとりが主役です

１、入園条件

　（１）村内に住所を有する者

　（２）平成１８年４月２日～平成１９年４月１日までに出生した幼児

　

２、提出書類

　（１）幼稚園申込書

　（２）幼児の住民抄本１通

　（３）幼児の健康診断書

　

３，募集期間

　・平成２４年２月６日（月）～２月２０日（月）

　・大宜味村教育委員会にて受付　　　　　

　　お問い合わせ　４４－３００６（島袋）

　平成２４年度　　大宜味村立大宜味幼稚園

園児募集のお知らせ

大宜味人のホッとする話 ６

このコーナーでは地域の方々が取り組んでいるさまざまな活動を紹介していきます。

紹介してほしい活動などあれば教育委員会「あじま～」担当：倉持までご連絡ください。

村内のホッとな活動をご紹介♪ 大宜味人の　する話

ホッと

　新チームが結成されてから半年が過ぎ、男子は宮城研治先生、砂川智史
先生、女子は宮城静香先生、宮城美樹先生の指導の下、日頃の練習や他校
との練習試合にも何度もチャレンジしてきました。
　特に女子バスケット部員は陸上や駅伝の練習にも積極的に参加し、その
甲斐あって全ての大会で一歩一歩、体力、技術面でもはるかにレベルアッ
プしてきましたが、あと一歩というところで、根気負けし、涙をのんだこ
ともあり、全員の力で勝利を目標にこれまで頑張ってきました。そして、
今大会でそれが見事に開花。優勝となりました。
　優勝チームには賞状とボールが授与されました。また、大宜味中から、最優秀賞に新城任くん（２年生）、

山城弥生さん（２年生）の２人が選ばれました。
　キャプテンの稲福奈々さんを中心にみんなで掴んだ優勝だと思います。男子は前大会で負けた上本
部中と対戦。逆転勝利で一回戦を突破しました。リベンジとも言える大会の夏季大会まで半年です。

他のチームもみなさんと同じようにこれまで以上に練習してくるでしょう。

大 中
24.１.７新年のスタート！女子バスケットが第 36 回大田カップ強化交流大会で優勝　

～美樹先生より～

　バスケット部と関わって四年目、日々の活動だけでなく、陸上、駅伝にも一生懸命取り組んだ結果優勝できま

した。チームとしても自信に繋がったと思います。現役メンバーで掴んだ栄光です。これに至るまでに先輩たち

の頑張りと期待や積み重ねもあったと思います。大会終了後は先輩たちと練習試合も楽しく交流できました。こ

れまで応援して下さった沢山の方々に感謝します。今後ともよろしくお願いします。

～静香先生より～

　決勝戦は接戦となりましたが、相手にリードされても自分たちのバスケットをやり抜いた結果となりました。

自分の気持ちをしっかりコントロールし、試合に集中することができました。その姿からこれまでにない成長

に感心しました。応援や差し入れありがとうございました。次の大会に向けてまた頑張っていきたい

と思いますので、今後とも応援よろしくお願いします。

　１月15日（日）、担任宮城静香先生率いる一年生全員が色とりどりのTシャ
ツを身にまとい、一年生の元気者全員が完走した。コースは 10Km、
5.9Km、3.5Kmに分かれ、部活動で鍛えた体力で力走しました。
　１年生最後の校外学習の行事。ねらいの①集団活動を通して自主、共同
の精神を養う、②学級の団結を強め、保護者との友好を深める機会とするこ
とも達成できたと思います。
　その日は家庭の日という事もあり、ご多忙にも関わらず、保護者方々に
は配車、輸送、大会終了後 BBQの準備と大変お世話になりました。BBQも
和気あいあいとした雰囲気でした。
　当日参加した生徒全員には完走賞とタオルが配られました。いつでも、どこでもクラスの中では入院中の同級
生のことも忘れることはありません。本来なら参加した方のみがもらえる賞品だが、子どもたちが運営側に事情
を説明し、その想いが伝わり、１枚分けてもらいH君に届けたそうです。現在はH君も担任やクラス、先生方や
地域の方々からの激励や見舞いが通じ、日々快復に向かっています。元気！元気！

第 33 回海洋博公園全国トリムマラソン大会に大宜味中一年生全員参加

吉田春子

大 中
24.１.25
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８

今月の生きもの

ハナサキガエル（アカガエル科）

　鼻先がシュッとしており、体のバランスもよく、スマート

な体型をしたカエルです。足も長く、ジャンプ力があります。

　「ピッ、ピピッ…」という鳴き声は、“かえるのうた”に出

てくるような声ではなく、小鳥のようです。冬の夜、沢の近

くで小鳥のような声を聞いたら、このカエルがいるかもしれ

ません。

ド
ゥ
ー
チ
ュ
イ
ム
ニ
ー
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独
り
言
）　

                     

　
　
友
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き
る
。
積
極
的
な
出
展
を
お
願
い
し
た
い
。

　
お
お
ぎ
み
展
の
在
り
方
（
方
法
）
等
に
つ
い
て
様
々

な
意
見
が
あ
る
の
で
、
ユ
ン
タ
ク
の
機
会
を
設
け
語
り

合
い
た
い
。

～編集後記～
　春はすぐそこなのに相変わらず寒い…。
　朝、 布団からなかなか出られない日々が続きます。
　沖縄の短い春をいち早く感じられるよう五感を集
中させて過ごしたいと思います。

「人材育成基金へ」

　根路銘八重子　様　金一封

謝名城区 夫 安昌さんの香典返しとして

　　　　　　平成 24 年１月 10 日寄付

１日（水）体験の翼事前学習会

２日（木）区長会

４日（土）ヤマシシっ子生活発表会（塩保）

５日（日）４小学校学芸会

６日（月）４小学校振替休日

７日（火）体験の翼事前学習会

10 日（金）体験の翼西会津訪問（～ 13 日）

11 日（土）建国記念日

14 日（火）幼・小・中一斉授業参観日

15 日（水）大中入学説明会

17 日（金）お別れ遠足（幼）

18 日（土）国頭地区学対実践報告会

　　　　　 ぶながや生活発表会

19 日（日）PTA 美化作業（大中）

　　　　　ﾐﾆﾊﾞｽｹ国頭地区さよなら交歓会

21 日（火）大小入学説明会

22 日（水）校内持久走大会（喜小）

　　　　　 村学対家庭・地域教育部会

23 日（木）喜小入学説明会

           津小入学説明会

24 日（金）塩小入学説明会

　　　　　 第 38 回おおぎみ展（～ 26 日）

25 日（土）国頭地区ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ交歓会

26 日（日）猪垣めぐり（塩小）

27 日（月）振替休日（塩小）

29 日（水）新１年生体験入学（大小）


